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　岩邑小学校は、地域の良さを生かした教育を
目指しています。学校教育に生かすことができ
る地域の良さを次のようにとらえました。

①偉人を輩出した文化の薫り高い町
　岩邑小学校の児童は、毎朝、江戸時代の藩校
の門を模した「知新門」を入ってきます。この
門の展示室には、江戸時代末期の儒学者佐藤一
斎の教えが書かれています。岩邑小学校は教育
目標と佐藤一斎の教えを関連付けて、教育目標
の具現化を図るようにしています。
　６年生では、佐藤一斎の書物を子ども向けに
解説した「親子で読む言志四録　おじいちゃん
とぼく」をもとに佐藤一
斎の教えを読み取った
り、講師を招いてその
業績などについて調べ
たりしました。

②鎌倉時代から始まる歴史を持つ城下町
　総合的な学習の時間や社会科の授業で岩村の
歴史を調べたり、町に残る文化遺産に触れたり
する活動を行っています。

　５年生は、岩村歴
史資料館で町の歴
史について話を聞
き、岩村城へ登りま
した。低学年では
町並み探検として、
本町通りを巡り、古くから残る建物や商店の様
子を調べました。
　また秋祭りといわれ、鎌倉時代から続く「 神輿 

みこし

 渡御 
とぎょ

 行列 」には、１・２・６年生の多くの児童
ぎょうれつ

が参加しました。
みこしを引いたり、
宝剣などを持って
行列を進めたりし
ました。雅楽を奏
でる子もいました。

③「農村景観日本一」など自然豊かな町　
　富田地区や飯羽間地区は水田が広がり、小川
には、多くの水生動物や魚がすむ自然豊かな地
域です。４年生は、カワゲラウオッチングとし
て、岩村川に入り、水生動物の様子を観察しま
した。また５年生は、富田地区で取れた米を調
理し、稲作の学習を深めました。
　このようにして、岩邑小学校では、歴史と文
化に恵まれた地域の良さを最大限に教育に生か

し、地域に
対する誇り
と愛情を育
てる活動を
進めていま
す。
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児童数　３１６人　学級数　１２学級
住所　恵那市岩村町１５２４番地１
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歴史と文化に恵まれた地域の良さを生かした学校教育

  学校教育目標
　  自ら学び、たくましく生きる心豊かな子
　　  なかよく かしこく たくましく

我は当に人の長処を視るべし、
人の短処を視る勿れ

思いやりのある
子、助け合う子

少にして学べば則ち壮にして
為すこと有り、壮にして学べ
ば則ち老いて衰えず、老いて
学べば則ち死して朽ちず

よく見つける子、
よく考える子

凡そ事　初起は易く収結は難
し　一技一芸に於ても亦然り

最後までやりぬ
く子、体の丈夫
な子


